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無しの投稿1千びかけがあった。それで、この雑誌に書いた rOClIX ex 
machinaなしの図書館改革Jの統稿、デジタル情報化時代での図書館
のあり方の再検討を書くつもりで資料を準備していたが、急に 800
字lこfliJ限という通知lが届いた。協議会を永年支えていた川原手1子さん
の遺稿.IU想集『女性司書の足あとjがJiT!t、た日でもあり、視維な思
いにとらわれた。川原さんは、上記の1/1¥梢が而白いといった数少ない
人の一人で、他にも上記の梢に興味を示した前田昇三さんや生島芳郎
さんなど刺しかった人の大部分は鬼絡に入った。経済資料協議会の衰
退の述I!;Iは、総合図書館は排除して学部・研究所等のみに機関1Jm~î を
認めた原HlJにあったのではないかと思っている。
r/l原利子さんのくれた版耐iJ(上掲書、 (35)ー (37)ページ)にも
記したが、小樽商科大学は古瀬大六先生の配慮で学内機関の経済研究
所で機|英IJIlKlした。私はその後一橋大学経済研究所附属日本経済統計
文献センターに配置換えの際、「経済資料協議会にセンターは機関と
して再加入して欲しpJを移籍の条件にしたが、転出の取り決めがほ
ぼ決まった段階で断られた。本来、1:1本学術会議の勧告で全国共同利
用機関として設立された組織であるので移籍する気持ちになったのに
と思ったが、赴任を断るH寺!測を逃してしまった。助教授として赴任し
たが、付属胞設は本体の経済研究所の意向に逆らうととができず、セ
ンター長は所長兼任で、センター主任という「代官jが研究所本体の部
門から派遣されその管理下にあった。この状況から脱却するには、剥1
谷新治先生の後をついで正教授になってからでも何年もかかった。自
主権確保のために、学会の支持が必要と判断してI1本統計学会で毎年
センターの事業に関連した報告を行うことをした。機関加入してな
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かったが、前田さんたちに依頼されて経済資料協議会のために文部省
の科学研究費を何度も何年も獲得し、協議会のためにさまざまな活動
を試みた。しかしそれらの試みも、前田さん述が機関加問機関から退
職した後の経済資料協議会の興味を引かなかったようである。
日本学術会議の図書館情報関係の専門委員を永年続けていたが、
18-19と2期、第3部の経済統計研究連絡委員会委員長として会員に
なったが、選ばれて学術基線情報常置委員会の委員長も勤めいくつか
の対外報告をまとめた。その開国際ドキュメンテーション連盟FID
の崩壊にも立ち会った。そういう学術情報社会の変動は、残念ながら
経済資料協議会の人たちの関心をヲ|かず報告を求められなかったし、
その対外報告が協議会の活動に影響も与えることなく、任期が終わっ
た。 H寺代の変化を反映して経済資料協議会が存続の工夫は出来なかっ
たかを、書いて残したかった。
経済資料協議会と出会わなければ・
大日方祥子
(11本大学'1'.1経工学部)
現在は経済学と縁の薄い工学系の、しかも図書館ではなく入試セン
ターという、言わば大学の営業部門に勤務していて、日々受験生集め
と、各種入試の準備や実施に追われる仕事をしています。
30歳代後半という仕事が而白くてしょうがない時則に経済資料協
議会(以下、経資協)と出会い、その活動に参加してのめりこんで行
きました。加入してまもなく『文献季報jの危機に直而し、季報検討
委員会に加わり、声の大きいのと図々しさが災いしてその後の東部会
総会で、日大経済学部が理事機関に選出されてしまいました。さあ大
変、日大経済の現場はそんな大それた役を引き受ける雰囲気では決し
? ?????
